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このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さん

の活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を

紹介します。あなたが知っている旬の話題など

があれば、市民広報課（☎65－6504）までお知

らせください。

長浜市公式SNS

●�長浜の催しや風景など、自慢の一枚をインスタグラムに投稿してください。
長浜市公式インスタグラムアカウント「#みんなのちょぴっく」で紹介します。
詳しくは市ホームページをご覧ください。

●�見聞録のイベントは市公式Facebookページでもさらに詳しくみることができ
ます。 ▲市ホームページ ▲ほっとにゅ〜す

12月８日(日)
多くの作品の中から選ばれました
　第61回長浜文学祭・第７回長浜こども文学賞の表彰式が開催

されました。

　こども文学賞の応募者数は、市内の小中学生の約６割にあた

る5,925人で、過去最多の作品の中から選ばれた優秀作品45点

が表彰されました。市長は「皆さんの活動は、湖北の文芸の底上

げにつながる。長浜が文化が薫るまちとなるよう、先頭に立っ

て頑張ってほしい」と祝いの言葉を述べました。

12月21日(土)
市内の高校生たちがWEBで地域の魅力を発信
　市民や大学・企業などと関わりながら地域に新たな価値を見

出す事を目的とした「高校生C
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reationプロジェク

ト」の成果発表会が長浜バイオ大学で行われました。

　地域の店舗や企業を高校生自らが取材し、動画とWEBデザイン

を作成したこのプロジェクト。下記でご覧になれます。

　　　　　　　　高校生プロジェクトホームページ▶

12月14日(土)
湖北の夜を彩るイルミネーションが点灯
　湖北町速水の湖北支所西公園で、イルミネーションの点灯式が

行われました。今年は「令和」をテーマとし、約12万球のLED電

球を使ったモニュメントが設置されました。湖北の冬の風物詩

となった「こほくイルミの広場」の始まりを、多くの人がカウント

ダウンとともに迎えました。

　イルミネーションが点灯されると集まった家族連れらから大

きな歓声があがりました。

１月10日(金)～
豊かな香りと鮮やかな花々
　今年で69回目を迎える「長浜盆梅展」が開幕しました。

　紅白の鮮やかな花、枝ぶり、華やかな香りで毎年、多くの人を魅了

する盆梅。推定樹齢250年の「瑞
ずい

光
こう

」を始めとする約90鉢が展示

されています。

　また、昨年に引き続き、京都造形芸術大学の学生が新館の展示を

プロデュース。シルエットを利用した幻想的な展示をぜひ一度体感

してみてください。（3月10日(火)まで開催)　

12月28日(土)
駅前に響いた華やかな歌声
　えきまちテラス長浜で地元の有志が集まり、ベートーベンの

「第九」を合唱しました。

　音楽を楽しみながら、地元を活性化することを目的として参加

者を募り、８月から練習を重ねてきました。小学生から大学生、

主婦やオペラ合唱団の代表まで、多彩なメンバーが参加し、ソプ

ラノやアルトなどのパートに分かれて表現力豊かな歌声を披露。

会場は大きな拍手で包まれました。

１月５日(日)
災害・火災のない一年を願って
　浅井支所駐車場で「消防出初式」が行われました。

　浅井中学校吹奏楽部の演奏の中、分列行進が行われ、市内の各

分団の団員や、企業の自衛消防団ら520人と車両17台が参加し

ました。

　式では、各分団員による人員報告の後、山
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示、服装・車両点検に続き、消防車両７台による一斉放水が行わ

れました。

１月12日(日)
未来に向け誓い新たに
　市内の２会場で「新成人を祝うつどい」が開かれ、

1,049人が参加しました。
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誓いの言葉を述べ、「社会を担う一員として、自分の行

動に責任と自覚を持ち、地域社会に貢献していきたい」

と決意を新たにしました。

　式典後の「交歓のつどい」では、久しぶりに会った同

級生と楽しい一時を過ごしました。


